
福岡市におけるスマート農業の推進について 

生産者の生産性の向上や負担軽減を促すことで持続可能な農業の実現を目指し、 

令和元年度より九州大学と連携を図りながら、スマート農業の普及拡大に向け、実証実験

を行いながら、現場への実装を支援している。 

１．これまでの取組みと成果 

Ｒ１ 実証実験フルサポート事業実施（イチゴのハウス内環境制御など） 

Ｒ２ 実証実験の継続、報告会実施 

※経営継続補助金(国事業)などを活用し、農家にハウス内環境制御を実装

Ｒ３ ドローン肥料散布実証実験（早良区、西区） 

Ｒ４ ドローン肥料散布実証実験（西区） 

防除履歴システム使用料の半額助成 

Ｒ５ 実証実験 

①トマト農家のハウスにドローンを使った遮光剤の塗布

②育苗センターでのドローンを使った薬剤散布

③アシストスーツの使用による労働者の負担軽減

防除履歴システム使用料の半額助成 

研修会実施（実証実験の効果検証、最新のスマート農業事例研究など） 

※未来へつなげる農村の担い手支援事業を活用し、農家にドローンを実装

２．推進体制 

〇令和元年度～ 

市と JA、九州大学が連携し実施 

〇令和５年３月～  

市と JA でスマート農業推進協議会を立ち上げ 

≪スマート農業推進協議会構成メンバー≫ 

福岡市、JA 福岡市、JA 福岡市東部 

（オブザーバー:九州大学農学研究院 岡安教授）

【防除履歴システム】 

【ドローンを使った遮光剤の塗布】 
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